
（応急復旧）
・令和６年１２月２７日（金）１３時
緊急車両等の１車線通行確保
・令和７年１２月２３日（火）１３時
一般交通の通行確保

（応急復旧）
・令和６年１２月５日（木）１３時
緊急車両等の１車線通行確保
・令和７年４月２５日（金）１３時
一般交通の通行確保

（応急復旧）
・県道、市道による迂回路を確保
・大谷トンネルは令和７年１２月１９日（金）
１３時緊急車両等の１車線通行確保

（応急復旧）
・県道、市道による迂回路を活用し、
令和６年１２月２５日(水)１３時

緊急車両等の１車線通行確保
・令和７年７月１７日(木)１３時中屋トンネルと
・仮橋を活用した一般交通の２車線通行確保

（応急復旧）
・隆起した海底に盛土で仮設道路を整備し、
令和６年５月２日(木)１２時 緊急車両等のみ１車線通行可

・令和６年８月３０日（金）一般交通の１車線通行確保
・令和６年１２月２０日(金)１３時一般交通の２車線通行確保
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県管理道路の復旧状況について

道路の復旧状況

県道五十里深見線
（輪島市深見町）

県道輪島浦上線
（輪島市下山町～大沢町）

・ 県管理道路では、地震で最大４２路線８７箇所、豪雨で最大２５路線４８箇所が通行止め

・ 現時点（R8.7月）では、地すべりやトンネル崩落などの大規模な被害が発生した５路線８箇所を除きすべて解消

・ 本復旧については、奥能登２市２町へのアクセスルートや主要な緊急輸送道路などを優先的に工事発注

県道七尾輪島線
（輪島市三井町⾧沢）

県道珠洲穴水線
（珠洲市宝立町柏原）

工事中 工事中

県道柏木穴水線
（穴水町北七海）

珠洲市役所

能登町役場

輪島市役所

珠洲道路

七
尾
輪
島
線

◎

◎

大谷狼煙飯田線

珠洲市役所

:解消箇所

凡例

R8.7月時点の通行止め状況
５路線８箇所通行止め

:通行止箇所

能登町役場

輪島市役所
◎

自動車専用道路

一 般 道

:2市2町への
アクセスルート

◎

穴水町役場

国道249号

R8.5

R8.3

R8.5

県道宇出津町野線
（能登町宇出津山分）

R8.５

工事中 工事中

資料２
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・令和6年能登半島地震・奥能登豪雨により、トンネル本体、北側坑口に大きな被害が発生
・トンネル本体の復旧については、令和7年6月より本復旧に着手し、
地山を補強する縫い返し工を本年4月に完了し、5月からはインバートの復旧に着手

輪島市道まがき線 おさよトンネル

輪島
市街地

おさよトンネル(H28.3開通)
L=約1.4km W=5.5(6.5)m

位置図

門前
市街地

トンネル本体の復旧状況

※施工箇所に合わせてプロテクターを移動

トンネル本復旧工事を実施中（終日通行止め）であり、早期の復旧完了を目指す

令和６年能登半島地震による被害（トンネル本体）

令和６年奥能登豪雨による被害
（皆月側[北側]坑口）

覆工の崩落 本復旧工事の状況

N

N

南
側
（
門
前
市
街
地
側
）

北
側
（
皆
月
側
）

地震による被害の状況

覆工からの漏水

監査廊の隆起

資料３
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輪島市道まがき線 おさよトンネル（皆月側）のり面対策

おさよトンネル坑口
（皆月側[北側]）

凡 例

土砂崩壊範囲

沢 地 形

対策(堰堤等)検討

・令和6年9月の豪雨により、北側坑口付近の３本の沢から土石流が発生。
・市道部に厚さ３ｍ程度の土砂が堆積し、トンネル内にも土砂が流入したため、通行止めを実施。
・令和7年4月に堆積した崩土除去や崩落斜面の応急対策等を完了。

➢気象状況に応じて通行規制の実施（輪島市）

➢大型土のうの変位を感知した場合にも通行規制を実施

豪雨後の状況

応急復旧完了

坑口の状況（皆月側[北側]）

被災の概要
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輪島市道まがき線 おさよトンネル（皆月側）のり面対策

AL渓流

AR渓流B渓流

堆積範囲

トンネル
坑口

←至皆月

・ボックスカルバート・流路において、
大量の土砂、巨礫、流木の
引っかかりによる閉塞が発生し、
坑口付近に大量の土砂が堆積。

被災の詳細

継続降雨で濁水が
トンネル内に流入

巨礫・流木による
天然ダム形成

至門前市街地→

12



輪島市道まがき線 おさよトンネル（皆月側）のり面対策

関係機関（県農林、輪島市）と連携し、設計完了後、速やかに着工できるよう準備

➢３つの渓流の地形状況に応じて適切な対策を選定

（
現
地
測
量
・
調
査
）

現
地
調
査

谷部にダムを整備することで
不安定土砂を捕捉可能

地形が急峻なため、不安定土砂を補足不可

AL渓流

B渓流

【治山事業】 谷止め工

【治山事業】 谷止め工

【道路事業】 流路工＋ﾎﾞｯｸｽｶﾙﾊﾞｰﾄ

調査結果 対策工法

AR渓流

既設谷止工

谷止め工（AL渓流）

谷止め工（B渓流）
流路工（AR渓流）

流木捕捉工（全渓流）
イメージ

ﾎﾞｯｸｽｶﾙﾊﾞｰﾄ
（AR渓流）

トンネル
坑口

対策方針
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大沢漁港

266

266

38

鵜入町

上大沢町

西二又町

266

大沢町

38

鵜入漁港

小池町

38

赤崎町

輪島
市街地

門前町浦上

（本復旧）浦上・上大沢・大沢・下山地内
において工事中

鵜入町

下山町

上山町

（応急復旧）今年度内の完成を目指し、現道を活用した仮設道路の整備中

（本復旧）別ルート（トンネル）での復旧に向けた現地調査を終え、設計中

啓開済区間
国 道
県 道
市道・林道
集 落
大規模崩落による
通行止め箇所

通行止区間
（鵜入町）

主要地方道輪島浦上線 資料４

現道を活用した仮設道路の整備
（鵜入町）

至輪島市街地

至門前町

仮設道路

本復旧のトンネルルート（鵜入町～小池町）
延⾧約2kmの⾧大トンネル。危険な地すべりブロックを避け、縦断勾配4%程度。
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北
至 珠洲市

南志見地区

至 能登町

文

至 輪島市街地

西側工区 東側工区中間工区

トンネル区間

西側工区
（本復旧）
ルート決定し、道路・トンネルを設計中
（金蔵川西線と柳田里線を活用）

今年度内に設計完了し、
設計完了箇所から順次工事着手

中間工区
（本復旧）
ルート決定し、道路・橋梁を設計中
（小中学校の前を通る市道を活用）

今年度内に設計完了し、用地等の了解を
得られ次第、工事着手

（本復旧）
ルート決定し、道路・橋梁・トンネルを設計中
（寺山集落への市道を活用）

一部を除き、今年度内に設計完了を目指す
設計完了箇所から順次工事着手

延長 約２ｋｍ

延長 約２ｋｍ
トンネル区間

若山ダム

八太郎峠

五里分
交差点

西側工区

文

東側工区

至 五里分交差点

中間工区

五里分
交差点

延長 約３ｋｍ
現道活用区間

東側工区

五里分
交差点

主要地方道珠洲里線

至 珠洲市

至 金蔵

至 五里分交差点

資料５-１

寺山地区
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北陸地方整備局

R11年度R10年度R9年度R8年度R7年度R6年度

砂防

河川

町野川
水系

応急対策（仮設堰堤
・ワイヤーネット工）

恒久対策（砂防堰堤、流木捕捉工、渓流保全工）

応急復旧（堆積土砂・
流木撤去、護岸） 本復旧・改良工事（護岸工、河道掘削 等）

○ 町野川水系町野川、鈴屋川では、令和７年の出水期までに、
地震及び大雨により河道内に堆積した土砂の撤去、流木処理、
被災した護岸の応急復旧を実施。

○ また、寺地川や牛尾川の上流域では、地震及び大雨により発
生した不安定な土砂に対し、流出した土砂や流木の撤去、仮
設堰堤、ワイヤーネット工等の応急対策を実施。

○ 河川については、護岸の本復旧を実施中であり、河道掘削等
の改良工事を含め、令和10年度末までの完了を目指す。

○ 砂防工事については、寺地川、牛尾川の最下流の砂防堰堤を
整備中であり、令和11年度末までに流木捕捉工や渓流保全
工を含めた恒久対策の完了を目指す。

○ 鈴屋川上流の整備については、県道珠洲里線の復旧計画と
調整を図りながら、施設設計や仮設計画を検討中。

※今後、現地状況等により工事の範囲・内容・工程が変更に なる可能性があります。

町野川水系

町野川、寺地川、鈴屋川、牛尾川の復旧状況と今後の予定（河川・砂防）

河川護岸工 等
L=3,020m

窓岩

曽々木海岸

河道内に堆積した土砂の撤去、流
木処理、被災した護岸の応急復旧
（完了）

町野川

寺地川

鈴屋川

仮設堰堤
（完了）

ワイヤーネット
（完了）

仮設堰堤
（完了）

ワイヤーネット
（完了）

牛尾川

河川護岸工 等
L=1,940m

河道付替

河道付替（イメージ）

元河道

：R6.9.20からの大雨に
よる氾濫実績

※町野川及び鈴屋川の上流区間は石川県が応急復旧を実施

砂防堰堤

砂防堰堤

渓流保全工

砂防堰堤
（実施中）

砂防堰堤
（実施中）

渓流保全工

砂防堰堤

渓流保全工河川護岸工、河道掘削
等 L=1,700m

砂防堰堤

※延長は区間距離であり、護岸等の復旧延長とは異なる

R8.７末時点

R7出水期前までに概ね完了

河川護岸の本復旧状況（町野川） 砂防堰堤の施工状況（寺地川）

令和７年８月大雨時の土砂

・流木補足状況

（牛尾川 仮設堰堤）
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